
小学３年 国語マスター [改訂版] 

番号 内容 ページ 解答 日付 点数 合否 

1 詩を読もう 3 83 / 点  

2 三年の漢字① 4 84 / 点  

3 しょうかいしよう 5 85 / 点  

4 三年の漢字② 6 86 / 点  

5 音読しよう(1) 7 87 / 点  

6 音読しよう(2) 8 88 / 点  

7 三年の漢字③ 9 89 / 点  

8 国語ノートの作り方 10 90 / 点  

9 三年の漢字④ 11 91 / 点  

10 図書館へ行こう 12 92 / 点  

11 国語じてんのつかい方 13 93 / 点  

12 三年の漢字⑤ 14 94 / 点  

13 だん落をとらえよう(1) 15 95 / 点  

14 だん落をとらえよう(2) 16 96 / 点  

15 三年の漢字⑥ 17 97 / 点  

16 漢字の表す意味 18 98 / 点  

17 インタビュー 19 99 / 点  

18 三年の漢字⑦ 20 100 / 点  

19 こそあど言葉 21 101 / 点  

20 三年の漢字⑧ 22 102 / 点  

21 調べて書こう 23 103 / 点  

22 世界の物語(1) 24 104 / 点  

23 世界の物語(2) 25 105 / 点  

24 世界の物語(3) 26 106 / 点  

25 ローマ字(1) 27 107 / 点  

26 ローマ字(2) 28 108 / 点  

27 三年の漢字⑨ 29 109 / 点  

28 慣用句 30 110 / 点  

29 三年の漢字⑩ 31 111 / 点  

30 書き方のくふう 32 112 / 点  

31 三年の漢字⑪ 33 113 / 点  

32 本は友だち 34 114 / 点  

33 三年の漢字⑫ 35 115 / 点  

34 詩のせかい 36 116 / 点  

35 グループで話し合おう 37 117 / 点  

36 三年の漢字⑬ 38 118 / 点  

37 感想をつたえ合おう(1) 39 119 / 点  

38 感想をつたえ合おう(2) 40 120 / 点  

39 感想をつたえ合おう(3) 41 121 / 点  

40 ようすをくわしく表そう 42 122 / 点  



小学３年 国語マスター [改訂版] 

番号 内容 ページ 解答 日付 点数 合否 

41 三年の漢字⑭ 43 123 / 点  

42 人物を考えて書こう 44 124 / 点  

43 詩を味わおう 45 125 / 点  

44 三年の漢字⑮ 46 126 / 点  

45 パラリンピックが目指すもの 47 127 / 点  

46 三年の漢字⑯ 48 128 / 点  

47 ローマ字(3) 49 129 / 点  

48 三年の漢字⑰ 50 130 / 点  

49 スピーチをしよう 51 131 / 点  

50 三年の漢字⑱ 52 132 / 点  

51 案内の手紙 53 133 / 点  

52 三年の漢字⑲ 54 134 / 点  

53 音読みと訓読み 55 135 / 点  

54 心にのこったこと 56 136 / 点  

55 三年の漢字⑳ 57 137 / 点  

56 音読発表をしよう(1) 58 138 / 点  

57 音読発表をしよう(2) 59 139 / 点  

58 音読発表をしよう(3) 60 140 / 点  

59 三年の漢字○21  61 141 / 点  

60 理由が分かるように書こう 62 142 / 点  

61 三年の漢字○22  63 143 / 点  

62 俳句 64 144 / 点  

63 気持ちを言葉に 65 145 / 点  

64 三年の漢字○23  66 146 / 点  

65 はたらく動物(1) 67 147 / 点  

66 はたらく動物(2) 68 148 / 点  

67 いろいろなつたえ方 69 149 / 点  

68 三年の漢字○24  70 150 / 点  

69 世界の家(1) 71 151 / 点  

70 世界の家(2) 72 152 / 点  

71 世界の家(3) 73 153 / 点  

72 三年の漢字○25  74 154 / 点  

73 物語のしかけ(1) 75 155 / 点  

74 物語のしかけ(2) 76 156 / 点  

75 町しょうかい 77 157 / 点  

76 部首 78 158 / 点  

77 わたしのベストブック 79 159 / 点  

78 おもちゃ教室 80 160 / 点  

79 三年の漢字テスト① 81 161 / 点  

80 三年の漢字テスト② 82 162 / 点  



2 三年の漢字① 
制限時間 合格点 

点 20 分 80 点 

漢字にきょうつうしているぶぶんを、部首(ぶしゅ)といいます。 れい）紙、線、絵、細、組 

漢字を ていねいに なぞりましょう。(2 点×8 問＝16 点) 

 こう葉
よ う

 青
あ お

葉
ば

  起
お

きる 起
き

立
り つ

 

葉
は

っぱ 言
こ と

葉
ば

 起
お

こす 起
き

点
て ん

 

 使
つ か

う 使
し

用
よ う

  一
い ち

面
め ん

 画
が

面
め ん

 

大
た い

使
し

 天
て ん

使
し

 図
ず

面
め ん

 面
め ん

会
か い

 

 表
おもて

 表
ひ ょ う

  向
む

く 向
こ う

上
じ ょ う

心
し ん

 

表
あらわ

す 表
ひ ょ う

紙
し

 風
か ざ

向
む

き 方
ほ う

向
こ う

 

 所
と ころ

 場
ば

所
し ょ

  緑
みどり

色
い ろ

 緑
り ょ く

地
ち

 

台
だ い

所
どころ

 名
め い

所
し ょ

 新
し ん

緑
り ょ く

 緑
り ょ く

茶
ち ゃ

 

漢字で 書きましょう。(5 点×15 問＝75 点) 

①          は ②          よう ③         つか 

植
しょく

物
ぶつ

の 葉っぱ。 秋
あ き

の こう葉を 楽
たの

しむ。 大
たい

切
せつ

に 使う。 

④           しよう ⑤ おもて ⑥           ひょうし 

公
こ う

園
えん

を 使用する。 表と 裏
う ら

を 間
ま

違
ちが

える。 絵
え

本
ほん

の 表紙。 

⑦  だいどころ ⑧                 ばしょ ⑨              お 

台所で 料
りょう

理
り

する。 お気
き

に入
い

りの 場所。 今朝
け さ

は 早
はや

く 起きた。 

⑩           きてん ⑪               がめん ⑫             む 

東
と う

京
きょう

を 起点に する。 大
おお

きな テレビ画面。 左
ひだり

に 顔
かお

を 向ける。 

⑬               ほうこう ⑭   きみどりいろ ⑮           りょくちゃ 

東
と う

西
ざい

南
なん

北
ぼ く

の 方向。 黄緑色の 豆
まめ

。 温
あたた

かい 緑茶。 

漢字の 読み方を 書きましょう。(3 点×3 問＝9 点) 

①  ②  ③  

父
ち ち

親
おや

の 言葉。 日
に

本
ほん

語
ご

で 表す。 風向きが 変
か

わる。 



4 三年の漢字② 
制限時間 合格点 

点 20 分 80 点 

左につく部首を「へん」といいます。 れい）紙、線、絵 → 「いとへん」  校、村、様 → 「きへん」 

漢字を ていねいに なぞりましょう。(2 点×8 問＝16 点) 

 感
か ん

じる 音
お ん

感
か ん

  岸
き し

 海
か い

岸
が ん

 

感
か ん

心
し ん

 直
ち ょ っ

感
か ん

 川
か わ

岸
ぎ し

 たい岸
が ん

 

 豆
ま め

 豆
と う

ふ  館
やかた

 会
か い

館
か ん

 

豆
ま め

まき 大
だ い

豆
ず

 図
と

書
し ょ

館
か ん

 新
し ん

館
か ん

 

 王
お う

様
さ ま

 様
よ う

子
す

  学
が く

習
し ゅ う

 習
し ゅ う

字
じ

 

有
あ り

様
さ ま

 多
た

様
よ う

 実
じ っ

習
し ゅ う

 習
な ら

う 

 物
も の

語
がたり

 人
じ ん

物
ぶ つ

  意
い

見
け ん

 意
い

地
じ

 

金
か な

物
も の

 食
し ょ く

物
も つ

 意
い

外
が い

 用
よ う

意
い

 
漢字で 書きましょう。(5 点×15 問＝75 点) 

①          かん ②         ちょっかん ③         まめ 

風
かざ

向
む

きを 感じる。 自
じ

分
ぶん

の 直感を 信
し ん

じる。 節
せつ

分
ぶん

の 豆まき。 

④   だいず ⑤   おうさま ⑥   たよう 

大豆を 食
た

べる。 王様を 起
お

こす。 多様な 社
し ゃ

会
かい

。 

⑦       じんぶつ ⑧               しょくもつ ⑨  かわぎし 

ある 人物と 面
めん

会
かい

する。 栄
えい

養
よ う

の ある 食物。 川岸の 向
む

こう側
がわ

。 

⑩           かいがん ⑪           やかた ⑫    としょかん 

きれいな 海岸を 守
ま も

る。 外
がい

国
こ く

風
ふ う

の 館。 図書館の 当
と う

番
ばん

。 

⑬          がくしゅう ⑭                なら ⑮          いけん 

算
さ ん

数
す う

の 学習。 新
あたら

しい 漢
かん

字
じ

を 習う。 両
りょう

親
し ん

の 意見を 聞
き

く。 

漢字の 読み方を 書きましょう。(3 点×3 問＝9 点) 

①  ②  ③  

豆ふを 使
つか

う 料
りょう

理
り

。 様子を 心
し ん

配
ぱい

する。 物語の 主
し ゅ

人
じ ん

公
こ う

。 



10 図書館へ行こう 
制限時間 合格点 

点 20 分 80 点 

図書館では、本のなかま分けの方法がきまっています。 

声に出して読みましょう。(20点×1問＝20点)  

図書館の本は、内ようによって大きく十しゅるいに分けられています。 

そのため、本の後ろにはラベルが付けられ、その本の内ようや作者を表すせいきゅう記号が書かれています。 

さがしている本があるときには、せいきゅう記号を手がかりにさがすとべんりです。 

どんな場所にどんな本があるかさがしてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上の文章について答えましょう。(10 点×4 問＝40点) 

① 

 

 

図書館の本は、内ようによっって大きく何しゅるいに分けられていますか。 

 
② 

 

 

本の後ろには、何が付けられていますか。 

 
③ 

 

 

さがしている本があるときには、何を手がかりにさがすとべんりですか。 

 
④ 

 

 

カブトムシのようなこん虫についての本をさがすとき、何番をさがせばよいですか。 

 
漢字の画数を答えましょう。(2 点×20 問＝40 点) 

葉  12 画 起  10 画 感  13 画 岸  8 画 味  8 画 

使  8 画 面  9 画 豆  7 画 館  16 画 漢  13 画 

表  8 画 向  6 画 様  14 画 習  11 画 開  12 画 

所  8 画 緑  14 画 物  8 画 意  13 画 落  12 画 

 

大きく 10 種類に分類 

0 総
そ う

記
き

・百科事典など 

1 哲
てつ

学
が く

・道
ど う

徳
と く

・宗
しゅう

教
きょう

 

2 歴史・地理・伝記 

3 社会科学 

4 自然科学 

5 技
ぎ

術
じゅつ

・工業・家庭 

6 産業・交通・通信 

7 芸
げい

術
じゅつ

・体育 

8 言語 

9 文学 

 

それぞれを 10 種類に分類 

40 自然科学 

41 数学・算数 

42 物理 

43 化学 

44 天文・宇
う

宙
ちゅう

 

45 気象・地形・地
ち

質
し つ

 

46 生物・人類 

47 植物 

48 動物 

49 医学・人体・薬学 

 

さらに細かく 10種類に分類 

480 動物 

481 一
いっ

般
ぱん

動物学 

482 動
ど う

物
ぶつ

誌
し

 

483 アメーバなど 

484 カタツムリ・貝など 

485 エビ・カニ・クモなど 

486 こん虫
ちゅう

類
る い

 

487 魚・カエル・ヘビなど 

488 鳥類 

489 ほ乳
にゅう

類
る い

 

 

ラベル 

489 

ミ 

 

サルのようなほ乳
にゅう

類
る い

についての本は、

489番をさがす。 



11 国語じてんのつかい方 
制限時間 合格点 

点 20 分 80 点 

国語じてんで、「言葉の意味」「漢字をつかった書きあらわし方」「言葉のつかい方」などをしらべることができます。 

声に出して読みましょう。(10 点×1 問＝10 点)  

国語じてんの言葉のならび方 

① 

 

五十音じゅん(「あいうえお」のじゅん)にならんでいます。  

あめ → かぜ → そら → たいよう 

② 

 

一字目が同じときは、ニ字目が五十音じゅんにならんでいます。  

あお → あか → あさがお → あめ 

③ 

 

二字目や三字目の後も、五十音じゅんにならんでいます。  

しょうが → しょうぶ → しょうゆ → しょうわ 

④ 

 

「はひふへほ」のようなせい音の後に、「ばびぶべぼ」のようなだく音がならんでいます。 

かめん → がめん、 からす → ガラス、 しかい → じかい 

⑤ 

 

「ばびぶべぼ」のようなだく音の後に、「ぱぴぷぺぽ」のような半だく音がならんでいます。 

はん → ばん → パン、 ホール → ボール → ポール 

⑥ 

 

「カレー」のようにのばす言葉は、「カレエ」とおきかえます。  

カレイ → カレー(カレエ)、 スキー(スキイ) → すきやき 

次の言葉を、国語じてんにのっている順番に書きましょう。 (10 点×5 問＝50 点) 

① 

 

 

読む、 書く、 開ける、 歌う 

 →  →  →  
② 

 

兄、 弟、 姉、 妹 

 →  →  →  
③ 

 

 

あさがお、 あさり、 あさひ、 あさ 

 →  →  →  
④ 

 

 

びん、 ピン、 ひん、 ヒント 

 →  →  →  
⑤ 

 

 

カード、 かえる、 ガーゼ、 カーテン 

 →  →  →  
正しいものに○をしましょう。(10 点×4 問＝40 点) 

① 

 

「はひふへほ」のような、点や丸のついていない音を何といいますか。 

せい音 だく音 半だく音 

② 

 

「ばびぶべぼ」のような、点のついている音を何といいますか。 

せい音 だく音 半だく音 

③ 

 

「ぱぴぷぺぽ」のような、丸のついている音を何といいますか。 

せい音 だく音 半だく音 

④ 

 

国語じてんの言葉はどのようにならんでいますか。 

文字のみじかいじゅん 五十音じゅん よくつかわれるじゅん 



16 漢字の表す意味 
制限時間 合格点 

点 20 分 80 点 

一つの漢字が、いくつかの意味を表すことがあります。 

声に出して読みましょう。(20 点×1 問＝20 点)  

①校歌を作曲する。 ②黒板に曲線をかく。 

①と②の文には、どちらも「曲」の字をふくんだ言葉が出てきます。 

「曲」は、それぞれどんな意味で使われているでしょうか。 

「作曲」の「曲」は、「音楽のふし」「音楽作品」という意味で使われます。 

「曲線」の「曲」は、「まっすぐではない」「まがる」という意味で使われます。 

上の文章について、(    )に合う言葉を書きましょう。(10 点×2 問＝20 点) 

① 

 

 

「作曲」の「曲」は、どのような意味で使われますか。 

(          )や(          )という意味。 
② 

 

 

「曲線」の「曲」は、どのような意味で使われますか。 

(          )や(          )という意味。 
次の漢字を、意味ごとに分けて書きましょう。(12 点×4 問＝48 点) 

① 「日」という漢字…一日、日中、日光、日食、日夜、何日 

太陽 昼間 日にち 

      
② 「長」という漢字…市長、年長、長男、長年、村長、長短 

長い 上にたつ人 年上 

      
③ 「平」という漢字…平等、平安、水平、平和、平野、公平 

たいら おだやか ひとしい 

      
④ 「面」という漢字…水面、顔面、面会、対面、面相、地面 

人の顔 向かい合う ものの表がわ 

      
線をひいた漢字が、「 」の中の意味で使われているものに○をしましょう。(3 点×4 問＝12 点) 

① 

 

「からっぽ」 

空白 青空 星空 

② 

 

「作品を作る人」 

家庭 家族 作家 

③ 

 

「大切である」 

体重 重大 重箱 

④ 

 

「あらわす」 

表紙 表面 発表 



19 こそあど言葉 
制限時間 合格点 

点 20 分 80 点 

「この」「その」「あの」「どの」のように「こ・そ・あ・ど」で始まる言葉を、「こそあど言葉」といいます。 

声に出して読みましょう。(8 点×1 問＝8 点)  

「こそあど言葉」は、「ものごと」「場所」「方向」「様子」などを、指ししめすはたらきをします。 

 使い分け ものごと 場所 方向 様子 

こ 話し手の近くを指す。 これ・この ここ こちら(こっち) こんな・こう 

そ 聞き手の近くを指す。 それ・その そこ そちら(そっち) そんな・そう 

あ 話し手からも聞き手からも遠くを指す。 あれ・あの あそこ あちら(あっち) あんな・ああ 

ど 指ししめすものがはっきりしない場合。 どれ・どの どこ どちら(どっち) どんな・どう 

(  )に合う「こそあど言葉」を、右からえらんで書きましょう。(8 点×4 問＝32点) 

① 

 (      )花は、たんぽぽです。 これ この ここ こんな 
② 

 (      )ことはありません。 それ その そこ そんな 
③ 

 (      )は、弟の本です。 あれ あの あそこ あんな 
④ 

 本は、(      )にありますか。 どれ どの どこ どんな 
絵の(  )に合う「こそあど言葉」を、下からえらんで書きましょう。(10 点×6 問＝60 点) 

① 

 

 

 

 

 

 

 ②  

③ 

 

 

 

 

 

 

 ④  

⑤ 

 

 

 

 

 

 

 ⑥  

この ここ それ その あの あそこ どれ どちら 

(     ) 
  にしようかな？ 

(     ) 
 がゴールです。 

 

(     ) 
 まで走って。 

 

(     ) 
 がおいしいかな？ 

(     ) 
 せきにすわってください。 

 

(     ) 
 犬は、さんぽが 

 きらいみたいですね。 

 



25 ローマ字(1) 
制限時間 合格点 

点 20 分 80 点 

aiueo「アイウエオ」がローマ字のきほんになります。 れい）k＋a＝ka「か」、s＋u＝su「す」、t＋o＝to「と」 

アルファベットの大文字と小文字を、きれいになぞって書きましょう。(5 点×2 問＝10 点) 

A
ｴｲ

 B
ﾋﾞｰ

 C
ｽｨｰ

 D
ﾃﾞｨｰ

 E
ｲｰ

 F
ｴﾌ

 G
ｼﾞｰ

 H
ｴｲﾁ

 I
ｱｲ

 J
ｼﾞｪｲ

 K
ｹｲ

 L
ｴﾙ

 M
ｴﾑ

 N
ｴﾇ

 

O
ｵｳ

 P
ﾋﾟｰ

 Q
ｷｭｰ

 R
ｱｰﾙ

 S
ｴｽ

 T
ﾃｨｰ

 U
ﾕｰ

 V
ｳﾞｨｰ

 W
ﾀﾞﾌﾞﾘｭ

 X
ｴｸｽ

 Y
ﾜｲ

 Z
ｽﾞｨｰ

 

a
ｴｲ

 b
ﾋﾞｰ

 c
ｽｨｰ

 d
ﾃﾞｨｰ

 e
ｲｰ

 f
ｴﾌ

 g
ｼﾞｰ

 h
ｴｲﾁ

 i
ｱｲ

 j
ｼﾞｪｲ

 k
ｹｲ

 l
ｴﾙ

 m
ｴﾑ

 n
ｴﾇ

 

o
ｵｳ

 p
ﾋﾟｰ

 q
ｷｭｰ

 r
ｱｰﾙ

 s
ｴｽ

 t
ﾃｨｰ

 u
ﾕｰ

 v
ｳﾞｨｰ

 w
ﾀﾞﾌﾞﾘｭ

 x
ｴｸｽ

 y
ﾜｲ

 z
ｽﾞｨｰ

 

ローマ字をきれいになぞって書きましょう。(3 点×14 問＝42 点) 

① 

 a
ア

 i
イ

 u
ウ

 e
エ

 o
オ

 
② 

 ka
カ

 ki
キ

 ku
ク

 ke
ケ

 ko
コ

 
③ 

 sa
サ

 si
シ

 su
ス

 se
セ

 so
ソ

 
④ 

 ta
タ

 ti
チ

 tu
ツ

 te
テ

 to
ト

 
⑤ 

 na
ナ

 ni
ニ

 nu
ヌ

 ne
ネ

 no
ノ

 
⑥ 

 ha
ハ

 hi
ヒ

 hu
フ

 he
ヘ

 ho
ホ

 
⑦ 

 ma
マ

 mi
ミ

 mu
ム

 me
メ

 mo
モ

 
⑧ 

 ya
ヤ

 yu
ユ

 yo
ヨ

 wa
ワ

 n
ン

 
⑨ 

 ra
ラ

 ri
リ

 ru
ル

 re
レ

 ro
ロ

 
⑩ 

 ga
ガ

 gi
ギ

 gu
グ

 ge
ゲ

 go
ゴ

 
⑪ 

 za
ザ

 zi
ジ

 zu
ズ

 ze
ゼ

 zo
ゾ

 
⑫ 

 da
ダ

 di
ヂ

 du
ヅ

 de
デ

 do
ド

 
⑬ 

 ba
バ

 bi
ビ

 bu
ブ

 be
ベ

 bo
ボ

 
⑭ 

 pa
パ

 pi
ピ

 pu
プ

 pe
ペ

 po
ポ

 
ローマ字に合う言葉を線でむすびましょう。 (3 点×6 問＝18 点) 

① ha ti ・  ・ あり ④ ho ta ru ・  ・ かまきり 

② ku mo ・  ・ はち ⑤ ku wa ga ta ・  ・ くわがた 

③ a ri ・  ・ くも ⑥ ka ma ki ri ・  ・ ほたる 

ローマ字をひらがなに直しましょう。 (3 点×10 問＝30 点) 

① i nu ② ne ko ③ bu ta ④ ku ma ⑤ to ra 

     
⑥ u sa gi ⑦ ki ri n ⑧ ra ku da ⑨ ki tu ne ⑩ ta nu ki 

     



26 ローマ字(2) 
制限時間 合格点 

点 20 分 80 点 

のばす音は、上に線を書きます。 れい）ka re「カレー」、ra me n「ラーメン」、ke ki「ケーキ」 

小さい「っ」は、後の文字を二回書きます。 れい) ka ppa「かっぱ」、ne kko「ねっこ」、mo kki n「もっきん」 

ローマ字をきれいになぞって書きましょう。(2 点×10 問＝20 点) 

れ 

い kya
キ ャ

 kyu
キ ュ

 kyo
キ ョ

 

① 

 sya
シ ャ

 syu
シ ュ

 syo
シ ョ

 

② 

 tya
チ ャ

 tyu
チ ュ

 tyo
チ ョ

 

③ 

 nya
ニ ャ

 nyu
ニ ュ

 nyo
ニ ョ

 

④ 

 hya
ヒ ャ

 hyu
ヒ ュ

 hyo
ヒ ョ

 

⑤ 

 mya
ミ ャ

 myu
ミ ュ

 myo
ミ ョ

 

⑥ 

 rya
リ ャ

 ryu
リ ュ

 ryo
リ ョ

 

⑦ 

 gya
ギ ャ

 gyu
ギ ュ

 gyo
ギ ョ

 

⑧ 

 zya
ジ ャ

 zyu
ジ ュ

 zyo
ジ ョ

 

⑨ 

bya
ビ ャ

 byu
ビ ュ

 byo
ビ ョ

 

⑩ 

 pya
ピ ャ

 pyu
ピ ュ

 pyo
ピ ョ

 

 

言葉に合うローマ字を線でむすびましょう。 (2 点×10 問＝20 点) 

① キャラメル ・  ・ ki n gyo ⑥ リュック ・  ・ ryu kku 

② きんぎょ ・  ・ mya ku ⑦ ひょっとこ ・  ・ ro ppya ku 

③ こんにゃく ・  ・ hya ku e n ⑧ ろっぴゃく ・  ・ hyo tto ko 

④ ひゃくえん ・  ・ kya ra me ru ⑨ きょうりゅう ・  ・ gyu ni ku 

⑤ みゃく ・  ・ ko n nya ku ⑩ ぎゅうにく ・  ・ kyo ryu 

ローマ字に合う言葉を線でむすびましょう。 (2 点×10 問＝20 点) 

① sa bi su ・  ・ アパート ⑥ po ke tto ・  ・ きっぷ 

② a mo n do ・  ・ ノート ⑦ so kku su ・  ・ ソックス 

③ te bu ru ・  ・ アーモンド ⑧ su ko ppu ・  ・ ポケット 

④ a pa to ・  ・ サービス ⑨ ki ppu ・  ・ とっくり 

⑤ no to ・  ・ テーブル ⑩ to kku ri ・  ・ スコップ 

日本語をローマ字に直しましょう。(2 点×20 問＝40 点) 

① めんきょ ② しゅくだい ③ しゃしん ④ キャベツ 

        
⑤ ラッパ ⑥ きって ⑦ しっぽ ⑧ ロケット 

        
⑨ テープ ⑩ リレー ⑪ ピーマン ⑫ コーヒー 

        
⑬ びょうき ⑭ やきゅう ⑮ にんぎょう ⑯ じゅうどう 

        
⑰ カッター ⑱ バッター ⑲ ポッキー ⑳ サッカー 

        
 



28 慣用句 
制限時間 合格点 

点 20 分 80 点 

二つ以上の言葉で、とくべつな意味を表す言い方を慣用句(かんようく)といいます。 

声に出して読みましょう。(10 点×1 問＝10 点)  

「口が立つ」とは、話がうまいという意味です。 

「ねこの手もかりたい」とは、小さな動物の助けもほしくなるくらいいそがしいという意味です。 

「道草を食う」とは、もくてきの場所に行くとちゅうで、ほかのことをするという意味です。 

「口が立つ」、「ねこの手もかりたい」、「道草を食う」などのように、二つ以上の言葉がむすびついて、 

もとの言葉の意味とはちがう新しい意味を表す言い方を、慣用句といいます。 

「しぜん」に関係のある慣用句とその意味を線で結びましょう。(4 点×5 問＝20 点) 

① 水と油 ・  ・ さらにいきおいをあたえる。 

② 水をえた魚 ・  ・ 二つの物や人が合わないこと。 

③ 火に油をそそぐ ・  ・ 自分に合ったかんきょうで、かつやくしている様子。 

④ 雲をつかむような ・  ・ 大きな声でおこる。 

⑤ かみなりを落とす ・  ・ とらえどころがない。 

「体」に関係のある慣用句とその意味を線で結びましょう。(4 点×5 問＝20点) 

① 耳をかたむける ・  ・ くるしさやくやしさを、けんめいにがまんする。 

② 口をとがらせる ・  ・ いろいろと考えてくふうする。 

③ 歯をくいしばる ・  ・ 気をつけて聞く。 

④ 足をふんばる ・  ・ 気に入らないような顔をする。 

⑤ 頭をひねる ・  ・ しっかりと力を入れて立つ。 

「動物」に関係のある慣用句とその意味を線で結びましょう。(4 点×5 問＝20 点) 

① ねこをかぶる ・  ・ ごまかす。 

② きつねにつままれる ・  ・ 意外なことがおきて、ぼうぜんとする。 

③ さばを読む ・  ・ ほんのわずか。 

④ すずめのなみだ ・  ・ おとなしいふりをする。 

⑤ さるも木から落ちる ・  ・ 上手な人でもしっぱいすることがある。 

(  )に合う言葉を、下からえらんで書きましょう。(5 点×6 問＝30 点) 

① 

 (          )ようなわくわくするしあいだ。 

② 

 本当のことを言おうと(          )。 

③ 

 あの親子は(          )だ。 

④ 

 上田さんとは(          )のでなかよしだ。 

⑤ 

 この前のけんかのことは、おたがいに(          )ことにした。 

⑥ 

 (          )ほどの庭しかない。 

うり二つ 手にあせをにぎる 馬が合う ねこのひたい はらを決める 水に流す 



35 グループで話し合おう 
制限時間 合格点 

点 20 分 80 点 

話し合いの進め方と、司会の役わりをかくにんしましょう。 

声に出して読みましょう。(10 点×1 問＝10 点)  

話し合いをする場合、次のように進めていきます。 

話し合うことをたしかめる。→ 意見を出し合う。→ 意見について話し合う。→ 決めたことをたしかめる。 

司会は、区切りごとに、「それまでに出た意見」、「決まったこと」、「次に話し合うこと」を整理してつたえます。 

竹野 今日は、こまっていることについて話し合います。 

古川 わたしは、わすれ物が多くてこまっています。 わすれ物をしないようにするには、どうしたらいいですか。 

竹野 なるほど。 古川さんがよくわすれてしまうのは、どんな物ですか。 

古川 なわとびとリコーダーです。 

竹野 分かりました。 では、古川さんの相談について、いっしょに考えていきましょう。 

中山 なわとびやリコーダーの用意は、いつ、していますか。 

古川 その日の朝に、しています。 

西村 わたしは、前の日に用意するといいと思います。 なぜなら、朝は時間がなくて、あわててしまうからです。 

竹野 西村さんから、「前の日に用意するといい」という意見が出ましたが、どうですか。 

中山 ぼくはさんせいです。 前の日に用意すれば、わすれている物があっても、朝に気がつくかもしれません。 

古川 そうですね。 前の日に用意するようにします。 

竹野 「わすれ物をしないようにするには、前の日に用意するのがいい」という意見でまとまりました。 

上の文章を読んで、答えましょう。 (20 点×2 問＝40 点) 

① 

 

 

話し合いのじゅんじょを正しいじゅんに書きましょう。 

A 意見について話し合う。 B 話し合うことをたしかめる。 
M→M→M→M C 決めたことをたしかめる。 D 意見を出し合う。 

② 

 

 

話し合うときに、司会が気をつけることを、下から三つえらんで〇をしましょう。 

意見を整理してたしかめる。 自分の意見と理由を話す。 決まったことをたしかめる。 

話し合いのまとめ役を指名する。 次に話し合うことをはっきりさせる。 できるだけ早口で話す。 

上の文章を読んで、(     )に合う言葉を書きましょう。(10 点×5 問＝50 点) 

① 

 

 

今日の話し合いのテーマは何ですか。 

(       )ことについて。 
② 

 

 

古川さんの相談は何ですか。 

(       )をしないようにするには、どうしたらいいか。 

③ 

 

 

司会の役わりをしているのはだれですか。 

(       )さん 

④ 

 

 

中山さんは、古川さんにどんなしつ問をしましたか。 

(                 ) 
⑤ 

 

 

西村さんは、「前の日に用意するといい」と言っていますが、なぜですか。 

(       )は(       )がなくて、(       )しまうから。 



45 パラリンピックが目指すもの 
制限時間 合格点 

点 20 分 80 点 

パラリンピックが何のために開さいされるのかを考えながら読みましょう。 

声に出して読みましょう。(15 点×1 問＝15 点)  

2021 年に東京で開かれるオリンピックとパラリンピック。 

オリンピックが四年に一度開かれる世界的なスポーツの祭典であることは、みなさんもよく知っていることでしょう。東

京で開かれるのは 1964年いらい二度目となり、多くの人によるじゅんびが行われてきました。 

一方、パラリンピックは、さまざまなしょうがいがある人たちが出場する、世界さい大のしょうがい者スポーツの祭典で

す。1988 年のソウル大会からは、オリンピックの直後に同じ場所で開さいされるようになりました。 

パラリンピックのきょうぎには、いろいろなしゅもくがあります。オリンピックとほとんどかわらないルールのもの

もありますが、ルールの一部をくふうしてかえることで、しょうがいのある人がさんかできるようにしているもの

もあります。また、パラリンピックにしかないきょうぎもあります。 

国際パラリンピック委員会では、出場するせん手たちが持つ力を四つにぶんるいし、それがパラリンピックにとって大

切なものであるとしています。それは、「ゆう気」「強いいし」「インスピレーション」「公平」の四つです。 

さまざまなしょうがいのある選手が、きびしいトレーニングをつんでいどむパラリンピック。それは、人が持つ多様さをみ

とめ、だれもが平等に活やくできる社会の実げんを目指すためのものなのです。 

上の文章を読んで、問題に答えましょう。(10 点×3問＝30 点) 

① 

 

 

「オリンピック」とはどういうものですか。文章中から二十字でぬき出しましょう。 

 

② 

 

 

「パラリンピック」とはどういうものですか。文章中から十八字でぬき出しましょう。 

 

③ 

 

 

パラリンピックがオリンピックの直後に同じ場所で開さいされるようになったのは、何年のどの大会からですか。 

 
上の文章について、正しいものに○をしましょう。(5 点×3 問＝15 点) 

① 

 

東京でオリンピックが開かれるのは何度目ですか。 

初めて 二度目 三度目 

② 

 

国際パラリンピック委員会は、パラリンピックに出場するせん手たちが持つ力をいくつにぶんるいしていますか。 

三つ 四つ 五つ 

③ 

 

下線部の「人が持つ多様さをみとめ」るということは、どの力とむすびつきが強いですか。 

ゆう気 強いいし 公平 

漢字の画数を答えましょう。(2 点×20 問＝40 点) 

追  9 画 都  11 画 者  8 画 対  7 画 横  15 画 

坂  7 画 悲  12 画 平  5 画 乗  9 画 反  4 画 

助  7 画 悪  11 画 転  11 画 等  12 画 期  12 画 

美  9 画 指  9 画 球  11 画 筆  12 画 帳  11 画 



53 音読みと訓読み 
制限時間 合格点 

点 20 分 80 点 

漢字の読み方には「音(おん)」と「訓(くん)」の二つがあります。  

声に出して読みましょう。(10 点×1 問＝10 点)  

「音読み」は、中国での漢字の発音をもとにした読み方で、「山」という漢字の音読みは「サン」です。 

「訓読み」は、漢字の意味に合う日本語を当てはめた読み方で、「山」という漢字の訓読みは「やま」です。          

「訓読み」は、漢字を読んですぐ意味が分かるものや、送りがながつくものが多いです。 

上の文章について、(     )に合う言葉を書きましょう。(10 点×2 問＝20 点) 

① 

 

 

「音読み」とは、どのような読み方ですか。 

(       )での発音をもとにした読み方。 

② 

 

 

「訓読み」とは、どのような読み方ですか。 

(       )の意味に合う(       )を当てはめた読み方。 

次の漢字の音読みの方の○をぬりつぶしましょう。(2 点×15 問＝30 点) 

① 声 ○ せい ○ こえ ② 数 ○ かず ○ すう ③ 時 ○ じ ○ とき 

④ 心 ○ しん ○ こころ ⑤ 外 ○ そと ○ がい ⑥ 刀 ○ かたな ○ とう 

⑦ 牛 ○ うし ○ ぎゅう ⑧ 体 ○ たい ○ からだ ⑨ 絵 ○ え ○ かい 

⑩ 馬 ○ うま ○ ば ⑪ 鳥 ○ ちょう ○ とり ⑫ 原 ○ はら ○ げん 

⑬ 岩 ○ がん ○ いわ ⑭ 海 ○ うみ ○ かい ⑮ 内 ○ ない ○ うち 

下線部の言葉を、漢字と送りがなを使って書きましょう。(4 点×8 問＝32 点) 

① 

 

 

 

毎
まい

日
にち

、本
ほん

をよむ。 秋晴れ 

ドクショの時
じ

間
かん

が一
いち

番
ばん

すきだ。 秋晴れ 

② 
今日
き ょ う

はあきばれの天
てん

気
き

だ。 秋晴れ 

シュウブンの日
ひ

に出
で

かける。 秋晴れ 

③ 

 

 

 

たのしい時
じ

間
かん

をすごす。 秋晴れ 

外
がい

国
こ く

のオンガクを聞
き

く。 秋晴れ 

④ 
大
おお

きな声
こ え

でうたう。 秋晴れ 

有
ゆ う

名
めい

なカシュになる。 秋晴れ 

⑤ 

 

 

 

きたかぜがふいて寒
さ む

い。 秋晴れ 

日
に

本
ほん

列
れっ

島
と う

はナンボクに長
なが

い。 秋晴れ 

⑥ 
竹
たけ

山
やま

君
く ん

はいしあたまだ。 秋晴れ 

列
れつ

のセントウを歩
あ る

く。 秋晴れ 

⑦ 

 

 

 

急
いそ

いでちかみちを通
と お

る。 秋晴れ 

キンジョの子
こ

供
ど も

と遊
あ そ

ぶ。 秋晴れ 

⑧ 
あのおやこは仲

なか

良
よ

しだ。 秋晴れ 

シンユウの相
そ う

談
だん

に乗
の

る。 秋晴れ 

(     )に当てはまる漢字の送りがなを書きましょう。(4 点×2 問＝8 点) 
① 

 

 

 

実
じ つ

力
り ょ く

を生(    )。 

九
きゅう

十
じゅう

九
きゅう

才
さい

まで生(    )。 

② 

 

 

 

人
にん

数
ず う

が少(    )。 

少(    )だけ休やす

む。 



62 俳句 
制限時間 合格点 

点 20 分 80 点 

俳句は、日本でむかしから作られている短い詩です。 

声に出して読みましょう。(20 点×1 問＝20 点)  

しずかさや 岩にしみいる せみの声  [松尾 芭蕉(まつお ばしょう)] 

俳句はふつう、五・七・五の十七の音(おん)でできています。 

「せみ」は夏の虫です。このような、俳句の中できせつを表す言葉を「季語(きご)」といいます。 

俳句には、季語を入れて作るという決まりがあります。 

春 
菜(な)の花や 月は東に 日は西に  [与謝 蕪村(よさ ぶそん)]  季語「菜の花」 

菜の花畑で、東の空には月が上り、西の空には夕日がしずんでいく。 

夏 
青がえる おのれもペンキ ぬりたてか  [芥川 龍之介(あくたがわり ゅうのすけ)]  季語「青がえる」 

青がえるよ、おまえもペンキぬりたてか。 

秋 
名月を 取ってくれろと なく子かな  [小林 一茶(こばやし いっさ)]  季語「名月」 

「あの満月を取って」と子どもがないている。 

冬 
雪の朝 二の字二の字の げたのあと  [田 捨女(でん すてじょ)]  季語「雪」 

雪がふりつもった朝、げたで歩いたあとが、「ニ」の文字のようだ。 

俳句と意味を線でむすびましょう。(10 点×4 問＝40 点) 

① 

 

雪とけて 村いっぱいの 子どもかな 

[小林 一茶(こばやし いっさ)] 
・    ・ 

緑いっぱいの中で、 

はじめてわが子の歯が生えた。 

② 

 

万緑の 中やあこの歯 生えそむる 

[中村 草田男(なかむら くさたお)] 
・    ・ 

遠くの山に日が当たっている。 

目の前にはかれた野原が広がっている。 

③ 

 

おりとりて はらりとおもき すすきかな 

[飯田 蛇笏(いいだ だこつ)] 
・    ・ 

雪がとけて、村でたくさんの子どもたちが、 

遊び回っている。 

④ 

 

遠山に 日の当たりたる かれ野かな 

[高浜 虚子(たかはま きょし)] 
・    ・ 

おり取ったすすきが、 

思いがけず重く感じた。 

次の俳句の季語ときせつを書きましょう。(10 点×4 問＝40 点) 

① 

 

 

 

ゆさゆさと 大えだゆるる さくらかな  [村上 鬼城(むらかみ きじょう)] 

ゆさゆさと、さくらの大きなえだがゆれている。 

季語 → (       ) きせつ → (       ) 
② 

 

 

 

ひっぱれる 糸まっすぐや かぶとむし  [高野 素十(たかの すじゅう)] 

かぶとむしがひっぱる糸が、ぴんとまっすぐのびている。 

季語 → (       ) きせつ → (       ) 
③ 

 

 

 

赤とんぼ つくばに雲も なかりけり  [正岡 子規(まさおか しき)] 

赤とんぼがとんでいて、つくば山には雲が一つもない。 

季語 → (       ) きせつ → (       ) 
④ 

 

 

 

スケートの ひもむすぶまも はやりつつ  [山口 誓子(やまぐち せいし)] 

スケートのひもをむすんでいる間も、早くすべりたくてわくわくする。 

季語 → (       ) きせつ → (       ) 



76 部首 
制限時間 合格点 

点 20 分 80 点 

漢字の部首(ぶしゅ)をおぼえると、漢字のグループや意味が分かりやすくなります。 

声に出して読みましょう。(10 点×1 問＝10 点) 

漢字は、いくつかの部分が組み合わさってできています。 

漢字にきょうつうしている部分を、部首といいます。 

部首によって、漢字をグループに分けることができます。 

部首から漢字の意味が分かることがあります。 

きへん (木にかんする意味) 校、村、林  

にんべん (人にかんする意味) 休、何、作                 

ごんべん (言葉にかんする意味) 読、語、話                 

ひへん (日にかんする意味) 晴、明、時                 

のぎへん (いねにかんする意味) 科、秋、和                 

いとへん (糸にかんする意味) 紙、線、絵 【へん】 【つくり】 【かまえ】 

さんずい (水にかんする意味) 池、海、泳 左につく部首 右につく部首 まわりにつく部首 

おおがい (頭ににかんする意味) 頭、顔    

うかんむり (家にかんする意味) 家、宿、室                 

たけかんむり (竹にかんする意味) 答、筆、笛                 

くさかんむり (草にかんする意味) 草、花、茶                 

こころ (心にかんする意味) 感、思、意                 

くにがまえ (かこいにかんする意味) 国、図、回 【かんむり】 【あし】 【にょう】 

もんがまえ (門にかんする意味) 門、間、開 上につく部首 下につく部首 左下につく部首 

しんにょう (道にかんする意味) 道、通、近    

次の漢字にきょうつうする部首名を書き、部首が表す意味に○をしましょう。 (10 点×3 問＝30 点) 

① 

 

 

記、調、計 部首名： 
木にかんする意味 人にかんする意味 言葉にかんする意味 

② 

 

 

守、客、実 部首名： 
家にかんする意味 竹にかんする意味 草にかんする意味 

③ 

 

 

遠、運、遊 部首名： 
門にかんする意味 心にかんする意味 道にかんする意味 

次の部首がつく漢字を、下からえらんで 2 つずつ書きましょう。(10 点×6 問＝60 点) 

① 

 
いとへん  

② 

 
にんべん  

③ 

 
さんずい  

④ 

 
くさかんむり  

⑤ 

 
こころ  

⑥ 

 
くにがまえ  

波 落 急 細 体 四 意 組 葉 漢 園 仕 



79 三年の漢字テスト① 
制限時間 合格点 

点 20 分 80 点 

三年で学習した 200 字の漢字をテストしましょう。 

漢字で書きましょう。(3 点×30 問＝90 点) 

①  かんどう         ことば ②  すいえい     れんしゅう ③   しょうわ       りょかん 

感動する 言葉。 水泳の 練習。 昭和の 旅館。 

④    いみ      しら ⑤   しゃしん      ひょうめん ⑥    やきゅうぶ        しょうぶ 

意味を 調べる。 写真の 表面。 野球部の 勝負。 

⑦   どうわ         しょじ ⑧ みどり    まめ     そだ ⑨  けんきゅう      そうだん 

童話を 所持する。 緑の 豆が 育つ。 研究の 相談。 

⑩   たいよう       かくど ⑪ うつく       ゆびぶえ ⑫  やど    きゃく    まも 

太陽の 角度。 美しい 指笛。 宿の 客を 守る。 

⑬   かんし       だいめい ⑭  わるもの       お ⑮     ぐたいか        よてい 

漢詩の 題名。 悪者が 落ちる。 具体化の 予定。 

⑯ すべ       さら    つか ⑰  せいれつ    はじ ⑱  にわ     う      かかり 

全ての 皿を 使う。 整列を 始める。 庭に 植える 係。 

⑲  つぎ     み      と ⑳  いそ      あそ     お ㉑   こううん      じんぶつ 

次の 実を 取る。 急いで 遊び終える。 幸運な 人物。 

㉒  こうきゅう     あぶら ㉓  かる   ふで      やくだ ㉔   にばい     おも      はしら 

高級な 油。 軽い 筆が 役立つ。 二倍の 重さの  柱。 

㉕  きゅうしゅう      む ㉖   どうろ       かいつう ㉗   ばんごう     はっぴょう 

九州へ 向かう。 道路が 開通する。 番号を 発表する。 

㉘  ぶんしょう      かんそう ㉙   ごびょう       お ㉚   は    みじか      りゆう 

文章の 感想。 五秒で 起きる 歯が 短い 理由。 

漢字の読み方を書きましょう。(2 点×5 問＝10 点) 

れ 

い 

 だいどころ     と ①  ②  

台所の 戸。 住み家を 決める。 酒屋の 仕事。 

③  ④  ⑤  

去年より 寒い。 畑を 平らに する。 身近な 電波。 

 



80 三年の漢字テスト② 
制限時間 合格点 

点 20 分 80 点 

三年で学習した 200 字の漢字をテストしましょう。 

漢字で書きましょう。(3 点×30 問＝90 点) 

①  おな     ようふく       き ②  びょういん     くすりばこ ③    いしゃ       しょうそく 

同じ 洋服を 着る。 病院の 薬箱。 医者の 消息。 

④    ほうそうきょく       にかい ⑤   いいんかい       ようしき ⑥  てっきょう     なが 

放送局の 二階。 委員会の 様式。 鉄橋が 流される。 

⑦  えき     きみ     ま ⑧  じょうきゃく     あつ ⑨   せかい       きおん 

駅で 君を 待つ。 乗客が 集まる。 世界の 気温。 

⑩   けがわ       はんたい ⑪   にもつ       う     と ⑫ ひつじ   いのち   たす 

毛皮に 反対する。 荷物を 受け取る。 羊の 命を 助ける。 

⑬  ほか    かな      きょく ⑭  さかみち     はや   すす ⑮   ゆうめい     しま     ぬし 

他の 悲しい 曲。 坂道を 速く 進む。 有名な 島の 主。 

⑯  やす    しょうひん    かえ ⑰   か        すみ    ひろ ⑱   きかん        くぎ 

安い 商品を 返す。 代わりの 炭を 拾う。 期間を 区切る。 

⑲ むかし        とどうふけん ⑳  ふく     かみ    まつ ㉑ みずうみ  ちゅうおう    ふか 

昔の 都道府県。 福の 神の 祭り。 湖の 中央は 深い。 

㉒  そそ         ゆ      の ㉓   はなぢ       し ㉔    しゃこ        あつくる 

注いだ お湯を 飲む。 鼻血で 死にそう。 車庫が 暑苦しい。 

㉕  のうぎょう      べんきょう ㉖   かぞく        れい ㉗  くら       みや     くば 

農業の 勉強。 家族に お礼を する。 暗い お宮で 配る。 

㉘   とうしゅ        だしゃ ㉙  きし     ひょうざん    のぼ ㉚  いた    よこ      きゅうこん 

投手と 打者。 岸の 氷山を 登る。 板の 横の 球根。 

漢字の読み方を書きましょう。(2 点×5 問＝10 点) 

れ 

い 

 けっ      ゆき ①  ②   

決して 雪が ふらない。 三丁目の 問屋。 銀行の 通帳。 

③   ④  ⑤  

両方に 申しこむ。 第一の 港で 追う。 部首が 等しい。 

 



2 三年の漢字① 
制限時間 合格点 

点 20 分 80 点 

漢字にきょうつうしているぶぶんを、部首(ぶしゅ)といいます。 れい）紙、線、絵、細、組 

漢字を ていねいに なぞりましょう。(2 点×8 問＝16 点) 

 こう葉
よ う

 青
あ お

葉
ば

  起
お

きる 起
き

立
り つ

 

葉
は

っぱ 言
こ と

葉
ば

 起
お

こす 起
き

点
て ん

 

 使
つ か

う 使
し

用
よ う

  一
い ち

面
め ん

 画
が

面
め ん

 

大
た い

使
し

 天
て ん

使
し

 図
ず

面
め ん

 面
め ん

会
か い

 

 表
おもて

 表
ひ ょ う

  向
む

く 向
こ う

上
じ ょ う

心
し ん

 

表
あらわ

す 表
ひ ょ う

紙
し

 風
か ざ

向
む

き 方
ほ う

向
こ う

 

 所
と ころ

 場
ば

所
し ょ

  緑
みどり

色
い ろ

 緑
り ょ く

地
ち

 

台
だ い

所
どころ

 名
め い

所
し ょ

 新
し ん

緑
り ょ く

 緑
り ょ く

茶
ち ゃ

 

漢字で 書きましょう。(5 点×15 問＝75 点) 

①          は ②          よう ③         つか 

植
しょく

物
ぶつ

の 葉っぱ。 秋
あ き

の こう葉を 楽
たの

しむ。 大
たい

切
せつ

に 使う。 

④           しよう ⑤ おもて ⑥           ひょうし 

公
こ う

園
えん

を 使用する。 表と 裏
う ら

を 間
ま

違
ちが

える。 絵
え

本
ほん

の 表紙。 

⑦  だいどころ ⑧                 ばしょ ⑨              お 

台所で 料
りょう

理
り

する。 お気
き

に入
い

りの 場所。 今朝
け さ

は 早
はや

く 起きた。 

⑩           きてん ⑪               がめん ⑫             む 

東
と う

京
きょう

を 起点に する。 大
おお

きな テレビ画面。 左
ひだり

に 顔
かお

を 向ける。 

⑬               ほうこう ⑭   きみどりいろ ⑮           りょくちゃ 

東
と う

西
ざい

南
なん

北
ぼ く

の 方向。 黄緑色の 豆
まめ

。 温
あたた

かい 緑茶。 

漢字の 読み方を 書きましょう。(3 点×3 問＝9 点) 

①           ことば ②            あらわす ③    かざむき 

父
ち ち

親
おや

の 言葉。 日
に

本
ほん

語
ご

で 表す。 風向きが 変
か

わる。 



4 三年の漢字② 
制限時間 合格点 

点 20 分 80 点 

左につく部首を「へん」といいます。 れい）紙、線、絵 → 「いとへん」  校、村、様 → 「きへん」 

漢字を ていねいに なぞりましょう。(2 点×8 問＝16 点) 

 感
か ん

じる 音
お ん

感
か ん

  岸
き し

 海
か い

岸
が ん

 

感
か ん

心
し ん

 直
ち ょ っ

感
か ん

 川
か わ

岸
ぎ し

 たい岸
が ん

 

 豆
ま め

 豆
と う

ふ  館
やかた

 会
か い

館
か ん

 

豆
ま め

まき 大
だ い

豆
ず

 図
と

書
し ょ

館
か ん

 新
し ん

館
か ん

 

 王
お う

様
さ ま

 様
よ う

子
す

  学
が く

習
し ゅ う

 習
し ゅ う

字
じ

 

有
あ り

様
さ ま

 多
た

様
よ う

 実
じ っ

習
し ゅ う

 習
な ら

う 

 物
も の

語
がたり

 人
じ ん

物
ぶ つ

  意
い

見
け ん

 意
い

地
じ

 

金
か な

物
も の

 食
し ょ く

物
も つ

 意
い

外
が い

 用
よ う

意
い

 
漢字で 書きましょう。(5 点×15 問＝75 点) 

①          かん ②         ちょっかん ③         まめ 

風
かざ

向
む

きを 感じる。 自
じ

分
ぶん

の 直感を 信
し ん

じる。 節
せつ

分
ぶん

の 豆まき。 

④   だいず ⑤   おうさま ⑥   たよう 

大豆を 食
た

べる。 王様を 起
お

こす。 多様な 社
し ゃ

会
かい

。 

⑦       じんぶつ ⑧               しょくもつ ⑨  かわぎし 

ある 人物と 面
めん

会
かい

する。 栄
えい

養
よ う

の ある 食物。 川岸の 向
む

こう側
がわ

。 

⑩           かいがん ⑪           やかた ⑫    としょかん 

きれいな 海岸を 守
ま も

る。 外
がい

国
こ く

風
ふ う

の 館。 図書館の 当
と う

番
ばん

。 

⑬          がくしゅう ⑭                なら ⑮          いけん 

算
さ ん

数
す う

の 学習。 新
あたら

しい 漢
かん

字
じ

を 習う。 両
りょう

親
し ん

の 意見を 聞
き

く。 

漢字の 読み方を 書きましょう。(3 点×3 問＝9 点) 

①   とうふ ②   ようす ③  ものがたり 

豆ふを 使
つか

う 料
りょう

理
り

。 様子を 心
し ん

配
ぱい

する。 物語の 主
し ゅ

人
じ ん

公
こ う

。 



10 図書館へ行こう 
制限時間 合格点 

点 20 分 80 点 

図書館では、本のなかま分けの方法がきまっています。 

声に出して読みましょう。(20点×1問＝20点)  

図書館の本は、内ようによって大きく十しゅるいに分けられています。 

そのため、本の後ろにはラベルが付けられ、その本の内ようや作者を表すせいきゅう記号が書かれています。 

さがしている本があるときには、せいきゅう記号を手がかりにさがすとべんりです。 

どんな場所にどんな本があるかさがしてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上の文章について答えましょう。(10 点×4 問＝40点) 

① 

 

 

図書館の本は、内ようによっって大きく何しゅるいに分けられていますか。 

十しゅるい 
② 

 

 

本の後ろには、何が付けられていますか。 

ラベル 
③ 

 

 

さがしている本があるときには、何を手がかりにさがすとべんりですか。 

せいきゅう記号 
④ 

 

 

カブトムシのようなこん虫についての本をさがすとき、何番をさがせばよいですか。 

486 番 
漢字の画数を答えましょう。(2 点×20 問＝40 点) 

葉  12 画 起  10 画 感  13 画 岸  8 画 味  8 画 

使  8 画 面  9 画 豆  7 画 館  16 画 漢  13 画 

表  8 画 向  6 画 様  14 画 習  11 画 開  12 画 

所  8 画 緑  14 画 物  8 画 意  13 画 落  12 画 

 

大きく 10 種類に分類 

0 総
そ う

記
き

・百科事典など 

1 哲
てつ

学
が く

・道
ど う

徳
と く

・宗
しゅう

教
きょう

 

2 歴史・地理・伝記 

3 社会科学 

4 自然科学 

5 技
ぎ

術
じゅつ

・工業・家庭 

6 産業・交通・通信 

7 芸
げい

術
じゅつ

・体育 

8 言語 

9 文学 

 

それぞれを 10 種類に分類 

40 自然科学 

41 数学・算数 

42 物理 

43 化学 

44 天文・宇
う

宙
ちゅう

 

45 気象・地形・地
ち

質
し つ

 

46 生物・人類 

47 植物 

48 動物 

49 医学・人体・薬学 

 

さらに細かく 10種類に分類 

480 動物 

481 一
いっ

般
ぱん

動物学 

482 動
ど う

物
ぶつ

誌
し

 

483 アメーバなど 

484 カタツムリ・貝など 

485 エビ・カニ・クモなど 

486 こん虫
ちゅう

類
る い

 

487 魚・カエル・ヘビなど 

488 鳥類 

489 ほ乳
にゅう

類
る い

 

 

ラベル 

489 

ミ 

 

サルのようなほ乳
にゅう

類
る い

についての本は、

489番をさがす。 



11 国語じてんのつかい方 
制限時間 合格点 

点 20 分 80 点 

国語じてんで、「言葉の意味」「漢字をつかった書きあらわし方」「言葉のつかい方」などをしらべることができます。 

声に出して読みましょう。(10 点×1 問＝10 点)  

国語じてんの言葉のならび方 

① 

 

五十音じゅん(「あいうえお」のじゅん)にならんでいます。  

あめ → かぜ → そら → たいよう 

② 

 

一字目が同じときは、ニ字目が五十音じゅんにならんでいます。  

あお → あか → あさがお → あめ 

③ 

 

二字目や三字目の後も、五十音じゅんにならんでいます。  

しょうが → しょうぶ → しょうゆ → しょうわ 

④ 

 

「はひふへほ」のようなせい音の後に、「ばびぶべぼ」のようなだく音がならんでいます。 

かめん → がめん、 からす → ガラス、 しかい → じかい 

⑤ 

 

「ばびぶべぼ」のようなだく音の後に、「ぱぴぷぺぽ」のような半だく音がならんでいます。 

はん → ばん → パン、 ホール → ボール → ポール 

⑥ 

 

「カレー」のようにのばす言葉は、「カレエ」とおきかえます。  

カレイ → カレー(カレエ)、 スキー(スキイ) → すきやき 

次の言葉を、国語じてんにのっている順番に書きましょう。 (10 点×5 問＝50 点) 

① 

 

 

読む、 書く、 開ける、 歌う 

開ける → 歌う → 書く → 読む 
② 

 

兄、 弟、 姉、 妹 

兄 → 姉 → 妹 → 弟 
③ 

 

 

あさがお、 あさり、 あさひ、 あさ 

あさ → あさがお → あさひ → あさり 
④ 

 

 

びん、 ピン、 ひん、 ヒント 

ひん → びん → ピン → ヒント 
⑤ 

 

 

カード、 かえる、 ガーゼ、 カーテン 

ガーゼ → カーテン → カード → かえる 
正しいものに○をしましょう。(10 点×4 問＝40 点) 

① 

 

「はひふへほ」のような、点や丸のついていない音を何といいますか。 

せい音 だく音 半だく音 

② 

 

「ばびぶべぼ」のような、点のついている音を何といいますか。 

せい音 だく音 半だく音 

③ 

 

「ぱぴぷぺぽ」のような、丸のついている音を何といいますか。 

せい音 だく音 半だく音 

④ 

 

国語じてんの言葉はどのようにならんでいますか。 

文字のみじかいじゅん 五十音じゅん よくつかわれるじゅん 



16 漢字の表す意味 
制限時間 合格点 

点 20 分 80 点 

一つの漢字が、いくつかの意味を表すことがあります。 

声に出して読みましょう。(20 点×1 問＝20 点)  

①校歌を作曲する。 ②黒板に曲線をかく。 

①と②の文には、どちらも「曲」の字をふくんだ言葉が出てきます。 

「曲」は、それぞれどんな意味で使われているでしょうか。 

「作曲」の「曲」は、「音楽のふし」「音楽作品」という意味で使われます。 

「曲線」の「曲」は、「まっすぐではない」「まがる」という意味で使われます。 

上の文章について、(    )に合う言葉を書きましょう。(10 点×2 問＝20 点) 

① 

 

 

「作曲」の「曲」は、どのような意味で使われますか。 

( 音楽のふし )や( 音楽作品 )という意味。 
② 

 

 

「曲線」の「曲」は、どのような意味で使われますか。 

( まっすぐではない )や( まがる )という意味。 
次の漢字を、意味ごとに分けて書きましょう。(12 点×4 問＝48 点) 

① 「日」という漢字…一日、日中、日光、日食、日夜、何日 

太陽 昼間 日にち 

日光 日食 日中 日夜 一日 何日 
② 「長」という漢字…市長、年長、長男、長年、村長、長短 

長い 上にたつ人 年上 

長年 長短 市長 村長 年長 長男 
③ 「平」という漢字…平等、平安、水平、平和、平野、公平 

たいら おだやか ひとしい 

水平 平野 平安 平和 平等 公平 
④ 「面」という漢字…水面、顔面、面会、対面、面相、地面 

人の顔 向かい合う ものの表がわ 

顔面 面相 面会 対面 水面 地面 
線をひいた漢字が、「 」の中の意味で使われているものに○をしましょう。(3 点×4 問＝12 点) 

① 

 

「からっぽ」 

空白 青空 星空 

② 

 

「作品を作る人」 

家庭 家族 作家 

③ 

 

「大切である」 

体重 重大 重箱 

④ 

 

「あらわす」 

表紙 表面 発表 



19 こそあど言葉 
制限時間 合格点 

点 20 分 80 点 

「この」「その」「あの」「どの」のように「こ・そ・あ・ど」で始まる言葉を、「こそあど言葉」といいます。 

声に出して読みましょう。(8 点×1 問＝8 点)  

「こそあど言葉」は、「ものごと」「場所」「方向」「様子」などを、指ししめすはたらきをします。 

 使い分け ものごと 場所 方向 様子 

こ 話し手の近くを指す。 これ・この ここ こちら(こっち) こんな・こう 

そ 聞き手の近くを指す。 それ・その そこ そちら(そっち) そんな・そう 

あ 話し手からも聞き手からも遠くを指す。 あれ・あの あそこ あちら(あっち) あんな・ああ 

ど 指ししめすものがはっきりしない場合。 どれ・どの どこ どちら(どっち) どんな・どう 

(  )に合う「こそあど言葉」を、右からえらんで書きましょう。(8 点×4 問＝32点) 

① 

 ( この )花は、たんぽぽです。 これ この ここ こんな 
② 

 ( そんな )ことはありません。 それ その そこ そんな 
③ 

 ( あれ )は、弟の本です。 あれ あの あそこ あんな 
④ 

 本は、( どこ )にありますか。 どれ どの どこ どんな 
絵の(  )に合う「こそあど言葉」を、下からえらんで書きましょう。(10 点×6 問＝60 点) 

① 

 

 

 

 

 

 

 ②  

③ 

 

 

 

 

 

 

 ④  

⑤ 

 

 

 

 

 

 

 ⑥  

この ここ それ その あの あそこ どれ どちら 

( どちら ) 
  にしようかな？ 

( ここ ) 
 がゴールです。 

 

( あそこ ) 
 まで走って。 

 

( どれ ) 
 がおいしいかな？ 

( この ) 
 せきにすわってください。 

 

( その ) 
 犬は、さんぽが 

 きらいみたいですね。 

 



25 ローマ字(1) 
制限時間 合格点 

点 20 分 80 点 

aiueo「アイウエオ」がローマ字のきほんになります。 れい）k＋a＝ka「か」、s＋u＝su「す」、t＋o＝to「と」 

アルファベットの大文字と小文字を、きれいになぞって書きましょう。(5 点×2 問＝10 点) 

A
ｴｲ

 B
ﾋﾞｰ

 C
ｽｨｰ

 D
ﾃﾞｨｰ

 E
ｲｰ

 F
ｴﾌ

 G
ｼﾞｰ

 H
ｴｲﾁ

 I
ｱｲ

 J
ｼﾞｪｲ

 K
ｹｲ

 L
ｴﾙ

 M
ｴﾑ

 N
ｴﾇ

 

O
ｵｳ

 P
ﾋﾟｰ

 Q
ｷｭｰ

 R
ｱｰﾙ

 S
ｴｽ

 T
ﾃｨｰ

 U
ﾕｰ

 V
ｳﾞｨｰ

 W
ﾀﾞﾌﾞﾘｭ

 X
ｴｸｽ

 Y
ﾜｲ

 Z
ｽﾞｨｰ

 

a
ｴｲ

 b
ﾋﾞｰ

 c
ｽｨｰ

 d
ﾃﾞｨｰ

 e
ｲｰ

 f
ｴﾌ

 g
ｼﾞｰ

 h
ｴｲﾁ

 i
ｱｲ

 j
ｼﾞｪｲ

 k
ｹｲ

 l
ｴﾙ

 m
ｴﾑ

 n
ｴﾇ

 

o
ｵｳ

 p
ﾋﾟｰ

 q
ｷｭｰ

 r
ｱｰﾙ

 s
ｴｽ

 t
ﾃｨｰ

 u
ﾕｰ

 v
ｳﾞｨｰ

 w
ﾀﾞﾌﾞﾘｭ

 x
ｴｸｽ

 y
ﾜｲ

 z
ｽﾞｨｰ

 

ローマ字をきれいになぞって書きましょう。(3 点×14 問＝42 点) 

① 

 a
ア

 i
イ

 u
ウ

 e
エ

 o
オ

 
② 

 ka
カ

 ki
キ

 ku
ク

 ke
ケ

 ko
コ

 
③ 

 sa
サ

 si
シ

 su
ス

 se
セ

 so
ソ

 
④ 

 ta
タ

 ti
チ

 tu
ツ

 te
テ

 to
ト

 
⑤ 

 na
ナ

 ni
ニ

 nu
ヌ

 ne
ネ

 no
ノ

 
⑥ 

 ha
ハ

 hi
ヒ

 hu
フ

 he
ヘ

 ho
ホ

 
⑦ 

 ma
マ

 mi
ミ

 mu
ム

 me
メ

 mo
モ

 
⑧ 

 ya
ヤ

 yu
ユ

 yo
ヨ

 wa
ワ

 n
ン

 
⑨ 

 ra
ラ

 ri
リ

 ru
ル

 re
レ

 ro
ロ

 
⑩ 

 ga
ガ

 gi
ギ

 gu
グ

 ge
ゲ

 go
ゴ

 
⑪ 

 za
ザ

 zi
ジ

 zu
ズ

 ze
ゼ

 zo
ゾ

 
⑫ 

 da
ダ

 di
ヂ

 du
ヅ

 de
デ

 do
ド

 
⑬ 

 ba
バ

 bi
ビ

 bu
ブ

 be
ベ

 bo
ボ

 
⑭ 

 pa
パ

 pi
ピ

 pu
プ

 pe
ペ

 po
ポ

 
ローマ字に合う言葉を線でむすびましょう。 (3 点×6 問＝18 点) 

① ha ti ・  ・ あり ④ ho ta ru ・  ・ かまきり 

② ku mo ・  ・ はち ⑤ ku wa ga ta ・  ・ くわがた 

③ a ri ・  ・ くも ⑥ ka ma ki ri ・  ・ ほたる 

ローマ字をひらがなに直しましょう。 (3 点×10 問＝30 点) 

① i nu ② ne ko ③ bu ta ④ ku ma ⑤ to ra 

いぬ ねこ ぶた くま とら 
⑥ u sa gi ⑦ ki ri n ⑧ ra ku da ⑨ ki tu ne ⑩ ta nu ki 

うさぎ きりん らくだ きつね たぬき 



26 ローマ字(2) 
制限時間 合格点 

点 20 分 80 点 

のばす音は、上に線を書きます。 れい）ka re「カレー」、ra me n「ラーメン」、ke ki「ケーキ」 

小さい「っ」は、後の文字を二回書きます。 れい) ka ppa「かっぱ」、ne kko「ねっこ」、mo kki n「もっきん」 

ローマ字をきれいになぞって書きましょう。(2 点×10 問＝20 点) 

れ 

い kya
キ ャ

 kyu
キ ュ

 kyo
キ ョ

 

① 

 sya
シ ャ

 syu
シ ュ

 syo
シ ョ

 

② 

 tya
チ ャ

 tyu
チ ュ

 tyo
チ ョ

 

③ 

 nya
ニ ャ

 nyu
ニ ュ

 nyo
ニ ョ

 

④ 

 hya
ヒ ャ

 hyu
ヒ ュ

 hyo
ヒ ョ

 

⑤ 

 mya
ミ ャ

 myu
ミ ュ

 myo
ミ ョ

 

⑥ 

 rya
リ ャ

 ryu
リ ュ

 ryo
リ ョ

 

⑦ 

 gya
ギ ャ

 gyu
ギ ュ

 gyo
ギ ョ

 

⑧ 

 zya
ジ ャ

 zyu
ジ ュ

 zyo
ジ ョ

 

⑨ 

bya
ビ ャ

 byu
ビ ュ

 byo
ビ ョ

 

⑩ 

 pya
ピ ャ

 pyu
ピ ュ

 pyo
ピ ョ

 

 

言葉に合うローマ字を線でむすびましょう。 (2 点×10 問＝20 点) 

① キャラメル ・  ・ ki n gyo ⑥ リュック ・  ・ ryu kku 

② きんぎょ ・  ・ mya ku ⑦ ひょっとこ ・  ・ ro ppya ku 

③ こんにゃく ・  ・ hya ku e n ⑧ ろっぴゃく ・  ・ hyo tto ko 

④ ひゃくえん ・  ・ kya ra me ru ⑨ きょうりゅう ・  ・ gyu ni ku 

⑤ みゃく ・  ・ ko n nya ku ⑩ ぎゅうにく ・  ・ kyo ryu 

ローマ字に合う言葉を線でむすびましょう。 (2 点×10 問＝20 点) 

① sa bi su ・  ・ アパート ⑥ po ke tto ・  ・ きっぷ 

② a mo n do ・  ・ ノート ⑦ so kku su ・  ・ ソックス 

③ te bu ru ・  ・ アーモンド ⑧ su ko ppu ・  ・ ポケット 

④ a pa to ・  ・ サービス ⑨ ki ppu ・  ・ とっくり 

⑤ no to ・  ・ テーブル ⑩ to kku ri ・  ・ スコップ 

日本語をローマ字に直しましょう。(2 点×20 問＝40 点) 

① めんきょ ② しゅくだい ③ しゃしん ④ キャベツ 

 me n kyo  syu ku da i  sya si n  kya be tu 
⑤ ラッパ ⑥ きって ⑦ しっぽ ⑧ ロケット 

 ra ppa  ki tte  si ppo  ro ke tto 
⑨ テープ ⑩ リレー ⑪ ピーマン ⑫ コーヒー 

 te pu  ri re  pi ma n  ko hi 
⑬ びょうき ⑭ やきゅう ⑮ にんぎょう ⑯ じゅうどう 

 byo ki  ya kyu  ni n gyo  zyu do 
⑰ カッター ⑱ バッター ⑲ ポッキー ⑳ サッカー 

 ka tta  ba tta  po kki  sa kka 
 



28 慣用句 
制限時間 合格点 

点 20 分 80 点 

二つ以上の言葉で、とくべつな意味を表す言い方を慣用句(かんようく)といいます。 

声に出して読みましょう。(10 点×1 問＝10 点)  

「口が立つ」とは、話がうまいという意味です。 

「ねこの手もかりたい」とは、小さな動物の助けもほしくなるくらいいそがしいという意味です。 

「道草を食う」とは、もくてきの場所に行くとちゅうで、ほかのことをするという意味です。 

「口が立つ」、「ねこの手もかりたい」、「道草を食う」などのように、二つ以上の言葉がむすびついて、 

もとの言葉の意味とはちがう新しい意味を表す言い方を、慣用句といいます。 

「しぜん」に関係のある慣用句とその意味を線で結びましょう。(4 点×5 問＝20 点) 

① 水と油 ・  ・ さらにいきおいをあたえる。 

② 水をえた魚 ・  ・ 二つの物や人が合わないこと。 

③ 火に油をそそぐ ・  ・ 自分に合ったかんきょうで、かつやくしている様子。 

④ 雲をつかむような ・  ・ 大きな声でおこる。 

⑤ かみなりを落とす ・  ・ とらえどころがない。 

「体」に関係のある慣用句とその意味を線で結びましょう。(4 点×5 問＝20点) 

① 耳をかたむける ・  ・ くるしさやくやしさを、けんめいにがまんする。 

② 口をとがらせる ・  ・ いろいろと考えてくふうする。 

③ 歯をくいしばる ・  ・ 気をつけて聞く。 

④ 足をふんばる ・  ・ 気に入らないような顔をする。 

⑤ 頭をひねる ・  ・ しっかりと力を入れて立つ。 

「動物」に関係のある慣用句とその意味を線で結びましょう。(4 点×5 問＝20 点) 

① ねこをかぶる ・  ・ ごまかす。 

② きつねにつままれる ・  ・ 意外なことがおきて、ぼうぜんとする。 

③ さばを読む ・  ・ ほんのわずか。 

④ すずめのなみだ ・  ・ おとなしいふりをする。 

⑤ さるも木から落ちる ・  ・ 上手な人でもしっぱいすることがある。 

(  )に合う言葉を、下からえらんで書きましょう。(5 点×6 問＝30 点) 

① 

 ( 手にあせをにぎる )ようなわくわくするしあいだ。 

② 

 本当のことを言おうと( はらを決める )。 

③ 

 あの親子は( うり二つ )だ。 

④ 

 上田さんとは( 馬が合う )のでなかよしだ。 

⑤ 

 この前のけんかのことは、おたがいに( 水に流す )ことにした。 

⑥ 

 ( ねこのひたい )ほどの庭しかない。 

うり二つ 手にあせをにぎる 馬が合う ねこのひたい はらを決める 水に流す 



35 グループで話し合おう 
制限時間 合格点 

点 20 分 80 点 

話し合いの進め方と、司会の役わりをかくにんしましょう。 

声に出して読みましょう。(10 点×1 問＝10 点)  

話し合いをする場合、次のように進めていきます。 

話し合うことをたしかめる。→ 意見を出し合う。→ 意見について話し合う。→ 決めたことをたしかめる。 

司会は、区切りごとに、「それまでに出た意見」、「決まったこと」、「次に話し合うこと」を整理してつたえます。 

竹野 今日は、こまっていることについて話し合います。 

古川 わたしは、わすれ物が多くてこまっています。 わすれ物をしないようにするには、どうしたらいいですか。 

竹野 なるほど。 古川さんがよくわすれてしまうのは、どんな物ですか。 

古川 なわとびとリコーダーです。 

竹野 分かりました。 では、古川さんの相談について、いっしょに考えていきましょう。 

中山 なわとびやリコーダーの用意は、いつ、していますか。 

古川 その日の朝に、しています。 

西村 わたしは、前の日に用意するといいと思います。 なぜなら、朝は時間がなくて、あわててしまうからです。 

竹野 西村さんから、「前の日に用意するといい」という意見が出ましたが、どうですか。 

中山 ぼくはさんせいです。 前の日に用意すれば、わすれている物があっても、朝に気がつくかもしれません。 

古川 そうですね。 前の日に用意するようにします。 

竹野 「わすれ物をしないようにするには、前の日に用意するのがいい」という意見でまとまりました。 

上の文章を読んで、答えましょう。 (20 点×2 問＝40 点) 

① 

 

 

話し合いのじゅんじょを正しいじゅんに書きましょう。 

A 意見について話し合う。 B 話し合うことをたしかめる。 
B→D→A→C C 決めたことをたしかめる。 D 意見を出し合う。 

② 

 

 

話し合うときに、司会が気をつけることを、下から三つえらんで〇をしましょう。 

意見を整理してたしかめる。 自分の意見と理由を話す。 決まったことをたしかめる。 

話し合いのまとめ役を指名する。 次に話し合うことをはっきりさせる。 できるだけ早口で話す。 

上の文章を読んで、(     )に合う言葉を書きましょう。(10 点×5 問＝50 点) 

① 

 

 

今日の話し合いのテーマは何ですか。 

( こまっている )ことについて。 
② 

 

 

古川さんの相談は何ですか。 

( わすれ物 )をしないようにするには、どうしたらいいか。 

③ 

 

 

司会の役わりをしているのはだれですか。 

( 竹野 )さん 

④ 

 

 

中山さんは、古川さんにどんなしつ問をしましたか。 

( 用意は、いつ、しているか。 ) 
⑤ 

 

 

西村さんは、「前の日に用意するといい」と言っていますが、なぜですか。 

( 朝 )は( 時間 )がなくて、( あわてて )しまうから。 



45 パラリンピックが目指すもの 
制限時間 合格点 

点 20 分 80 点 

パラリンピックが何のために開さいされるのかを考えながら読みましょう。 

声に出して読みましょう。(15 点×1 問＝15 点)  

2021 年に東京で開かれるオリンピックとパラリンピック。 

オリンピックが四年に一度開かれる世界的なスポーツの祭典であることは、みなさんもよく知っていることでしょう。東

京で開かれるのは 1964年いらい二度目となり、多くの人によるじゅんびが行われてきました。 

一方、パラリンピックは、さまざまなしょうがいがある人たちが出場する、世界さい大のしょうがい者スポーツの祭典で

す。1988 年のソウル大会からは、オリンピックの直後に同じ場所で開さいされるようになりました。 

パラリンピックのきょうぎには、いろいろなしゅもくがあります。オリンピックとほとんどかわらないルールのもの

もありますが、ルールの一部をくふうしてかえることで、しょうがいのある人がさんかできるようにしているもの

もあります。また、パラリンピックにしかないきょうぎもあります。 

国際パラリンピック委員会では、出場するせん手たちが持つ力を四つにぶんるいし、それがパラリンピックにとって大

切なものであるとしています。それは、「ゆう気」「強いいし」「インスピレーション」「公平」の四つです。 

さまざまなしょうがいのある選手が、きびしいトレーニングをつんでいどむパラリンピック。それは、人が持つ多様さをみ

とめ、だれもが平等に活やくできる社会の実げんを目指すためのものなのです。 

上の文章を読んで、問題に答えましょう。(10 点×3問＝30 点) 

① 

 

 

「オリンピック」とはどういうものですか。文章中から二十字でぬき出しましょう。 

四年に一度開かれる世界的なスポーツの祭典 

② 

 

 

「パラリンピック」とはどういうものですか。文章中から十八字でぬき出しましょう。 

世界さい大のしょうがい者スポーツの祭典 

③ 

 

 

パラリンピックがオリンピックの直後に同じ場所で開さいされるようになったのは、何年のどの大会からですか。 

1988 年のソウル大会から 
上の文章について、正しいものに○をしましょう。(5 点×3 問＝15 点) 

① 

 

東京でオリンピックが開かれるのは何度目ですか。 

初めて 二度目 三度目 

② 

 

国際パラリンピック委員会は、パラリンピックに出場するせん手たちが持つ力をいくつにぶんるいしていますか。 

三つ 四つ 五つ 

③ 

 

下線部の「人が持つ多様さをみとめ」るということは、どの力とむすびつきが強いですか。 

ゆう気 強いいし 公平 

漢字の画数を答えましょう。(2 点×20 問＝40 点) 

追  9 画 都  11 画 者  8 画 対  7 画 横  15 画 

坂  7 画 悲  12 画 平  5 画 乗  9 画 反  4 画 

助  7 画 悪  11 画 転  11 画 等  12 画 期  12 画 

美  9 画 指  9 画 球  11 画 筆  12 画 帳  11 画 



53 音読みと訓読み 
制限時間 合格点 

点 20 分 80 点 

漢字の読み方には「音(おん)」と「訓(くん)」の二つがあります。  

声に出して読みましょう。(10 点×1 問＝10 点)  

「音読み」は、中国での漢字の発音をもとにした読み方で、「山」という漢字の音読みは「サン」です。 

「訓読み」は、漢字の意味に合う日本語を当てはめた読み方で、「山」という漢字の訓読みは「やま」です。          

「訓読み」は、漢字を読んですぐ意味が分かるものや、送りがながつくものが多いです。 

上の文章について、(     )に合う言葉を書きましょう。(10 点×2 問＝20 点) 

① 

 

 

「音読み」とは、どのような読み方ですか。 

( 中国 )での発音をもとにした読み方。 

② 

 

 

「訓読み」とは、どのような読み方ですか。 

( 漢字 )の意味に合う( 日本語 )を当てはめた読み方。 

次の漢字の音読みの方の○をぬりつぶしましょう。(2 点×15 問＝30 点) 

① 声 ● せい ○ こえ ② 数 ○ かず ● すう ③ 時 ● じ ○ とき 

④ 心 ● しん ○ こころ ⑤ 外 ○ そと ● がい ⑥ 刀 ○ かたな ● とう 

⑦ 牛 ○ うし ● ぎゅう ⑧ 体 ● たい ○ からだ ⑨ 絵 ○ え ● かい 

⑩ 馬 ○ うま ● ば ⑪ 鳥 ● ちょう ○ とり ⑫ 原 ○ はら ● げん 

⑬ 岩 ● がん ○ いわ ⑭ 海 ○ うみ ● かい ⑮ 内 ● ない ○ うち 

下線部の言葉を、漢字と送りがなを使って書きましょう。(4 点×8 問＝32 点) 

① 

 

 

 

毎
まい

日
にち

、本
ほん

をよむ。 読む 

ドクショの時
じ

間
かん

が一
いち

番
ばん

すきだ。 読書 

② 
今日
き ょ う

はあきばれの天
てん

気
き

だ。 秋晴れ 

シュウブンの日
ひ

に出
で

かける。 秋分 

③ 

 

 

 

たのしい時
じ

間
かん

をすごす。 楽しい 

外
がい

国
こ く

のオンガクを聞
き

く。 音楽 

④ 
大
おお

きな声
こ え

でうたう。 歌う 

有
ゆ う

名
めい

なカシュになる。 歌手 

⑤ 

 

 

 

きたかぜがふいて寒
さ む

い。 北風 

日
に

本
ほん

列
れっ

島
と う

はナンボクに長
なが

い。 南北 

⑥ 
竹
たけ

山
やま

君
く ん

はいしあたまだ。 石頭 

列
れつ

のセントウを歩
あ る

く。 先頭 

⑦ 

 

 

 

急
いそ

いでちかみちを通
と お

る。 近道 

キンジョの子
こ

供
ど も

と遊
あ そ

ぶ。 近所 

⑧ 
あのおやこは仲

なか

良
よ

しだ。 親子 

シンユウの相
そ う

談
だん

に乗
の

る。 親友 

(     )に当てはまる漢字の送りがなを書きましょう。(4 点×2 問＝8 点) 
① 

 

 

 

実
じ つ

力
り ょ く

を生( かす )。 

九
きゅう

十
じゅう

九
きゅう

才
さい

まで生( きる )。 

② 

 

 

 

人
にん

数
ず う

が少( ない )。 

少( し )だけ休やす

む。 



62 俳句 
制限時間 合格点 

点 20 分 80 点 

俳句は、日本でむかしから作られている短い詩です。 

声に出して読みましょう。(20 点×1 問＝20 点)  

しずかさや 岩にしみいる せみの声  [松尾 芭蕉(まつお ばしょう)] 

俳句はふつう、五・七・五の十七の音(おん)でできています。 

「せみ」は夏の虫です。このような、俳句の中できせつを表す言葉を「季語(きご)」といいます。 

俳句には、季語を入れて作るという決まりがあります。 

春 
菜(な)の花や 月は東に 日は西に  [与謝 蕪村(よさ ぶそん)]  季語「菜の花」 

菜の花畑で、東の空には月が上り、西の空には夕日がしずんでいく。 

夏 
青がえる おのれもペンキ ぬりたてか  [芥川 龍之介(あくたがわり ゅうのすけ)]  季語「青がえる」 

青がえるよ、おまえもペンキぬりたてか。 

秋 
名月を 取ってくれろと なく子かな  [小林 一茶(こばやし いっさ)]  季語「名月」 

「あの満月を取って」と子どもがないている。 

冬 
雪の朝 二の字二の字の げたのあと  [田 捨女(でん すてじょ)]  季語「雪」 

雪がふりつもった朝、げたで歩いたあとが、「ニ」の文字のようだ。 

俳句と意味を線でむすびましょう。(10 点×4 問＝40 点) 

① 

 

雪とけて 村いっぱいの 子どもかな 

[小林 一茶(こばやし いっさ)] 

 
    

緑いっぱいの中で、 

はじめてわが子の歯が生えた。 

② 

 

万緑の 中やあこの歯 生えそむる 

[中村 草田男(なかむら くさたお)] 

 
    

遠くの山に日が当たっている。 

目の前にはかれた野原が広がっている。 

③ 

 

おりとりて はらりとおもき すすきかな 

[飯田 蛇笏(いいだ だこつ)] 

 
    

雪がとけて、村でたくさんの子どもたちが、 

遊び回っている。 

④ 

 

遠山に 日の当たりたる かれ野かな 

[高浜 虚子(たかはま きょし)] 
     

おり取ったすすきが、 

思いがけず重く感じた。 

次の俳句の季語ときせつを書きましょう。(10 点×4 問＝40 点) 

① 

 

 

 

ゆさゆさと 大えだゆるる さくらかな  [村上 鬼城(むらかみ きじょう)] 

ゆさゆさと、さくらの大きなえだがゆれている。 

季語 → ( さくら ) きせつ → ( 春 ) 
② 

 

 

 

ひっぱれる 糸まっすぐや かぶとむし  [高野 素十(たかの すじゅう)] 

かぶとむしがひっぱる糸が、ぴんとまっすぐのびている。 

季語 → ( かぶとむし ) きせつ → ( 夏 ) 
③ 

 

 

 

赤とんぼ つくばに雲も なかりけり  [正岡 子規(まさおか しき)] 

赤とんぼがとんでいて、つくば山には雲が一つもない。 

季語 → ( 赤とんぼ ) きせつ → ( 秋 ) 
④ 

 

 

 

スケートの ひもむすぶまも はやりつつ  [山口 誓子(やまぐち せいし)] 

スケートのひもをむすんでいる間も、早くすべりたくてわくわくする。 

季語 → ( スケート ) きせつ → ( 冬 ) 



76 部首 
制限時間 合格点 

点 20 分 80 点 

漢字の部首(ぶしゅ)をおぼえると、漢字のグループや意味が分かりやすくなります。 

声に出して読みましょう。(10 点×1 問＝10 点) 

漢字は、いくつかの部分が組み合わさってできています。 

漢字にきょうつうしている部分を、部首といいます。 

部首によって、漢字をグループに分けることができます。 

部首から漢字の意味が分かることがあります。 

きへん (木にかんする意味) 校、村、林  

にんべん (人にかんする意味) 休、何、作                 

ごんべん (言葉にかんする意味) 読、語、話                 

ひへん (日にかんする意味) 晴、明、時                 

のぎへん (いねにかんする意味) 科、秋、和                 

いとへん (糸にかんする意味) 紙、線、絵 【へん】 【つくり】 【かまえ】 

さんずい (水にかんする意味) 池、海、泳 左につく部首 右につく部首 まわりにつく部首 

おおがい (頭ににかんする意味) 頭、顔    

うかんむり (家にかんする意味) 家、宿、室                 

たけかんむり (竹にかんする意味) 答、筆、笛                 

くさかんむり (草にかんする意味) 草、花、茶                 

こころ (心にかんする意味) 感、思、意                 

くにがまえ (かこいにかんする意味) 国、図、回 【かんむり】 【あし】 【にょう】 

もんがまえ (門にかんする意味) 門、間、開 上につく部首 下につく部首 左下につく部首 

しんにょう (道にかんする意味) 道、通、近    

次の漢字にきょうつうする部首名を書き、部首が表す意味に○をしましょう。 (10 点×3 問＝30 点) 

① 

 

 

記、調、計 部首名：ごんべん 
木にかんする意味 人にかんする意味 言葉にかんする意味 

② 

 

 

守、客、実 部首名：うかんむり 
家にかんする意味 竹にかんする意味 草にかんする意味 

③ 

 

 

遠、運、遊 部首名：しんにょう 
門にかんする意味 心にかんする意味 道にかんする意味 

次の部首がつく漢字を、下からえらんで 2 つずつ書きましょう。(10 点×6 問＝60 点) 

① 

 
いとへん 細、組 

② 

 
にんべん 体、仕 

③ 

 
さんずい 波、漢 

④ 

 
くさかんむり 葉、落 

⑤ 

 
こころ 急、意 

⑥ 

 
くにがまえ 園、四 

波 落 急 細 体 四 意 組 葉 漢 園 仕 



79 三年の漢字テスト① 
制限時間 合格点 

点 20 分 80 点 

三年で学習した 200 字の漢字をテストしましょう。 

漢字で書きましょう。(3 点×30 問＝90 点) 

①  かんどう         ことば ②  すいえい     れんしゅう ③   しょうわ       りょかん 

感動する 言葉。 水泳の 練習。 昭和の 旅館。 

④    いみ      しら ⑤   しゃしん      ひょうめん ⑥    やきゅうぶ        しょうぶ 

意味を 調べる。 写真の 表面。 野球部の 勝負。 

⑦   どうわ         しょじ ⑧ みどり    まめ     そだ ⑨  けんきゅう      そうだん 

童話を 所持する。 緑の 豆が 育つ。 研究の 相談。 

⑩   たいよう       かくど ⑪ うつく       ゆびぶえ ⑫  やど    きゃく    まも 

太陽の 角度。 美しい 指笛。 宿の 客を 守る。 

⑬   かんし       だいめい ⑭  わるもの       お ⑮     ぐたいか        よてい 

漢詩の 題名。 悪者が 落ちる。 具体化の 予定。 

⑯ すべ       さら    つか ⑰  せいれつ    はじ ⑱  にわ     う      かかり 

全ての 皿を 使う。 整列を 始める。 庭に 植える 係。 

⑲  つぎ     み      と ⑳  いそ      あそ     お ㉑   こううん      じんぶつ 

次の 実を 取る。 急いで 遊び終える。 幸運な 人物。 

㉒  こうきゅう     あぶら ㉓  かる   ふで      やくだ ㉔   にばい     おも      はしら 

高級な 油。 軽い 筆が 役立つ。 二倍の 重さの  柱。 

㉕  きゅうしゅう      む ㉖   どうろ       かいつう ㉗   ばんごう     はっぴょう 

九州へ 向かう。 道路が 開通する。 番号を 発表する。 

㉘  ぶんしょう      かんそう ㉙   ごびょう       お ㉚   は    みじか      りゆう 

文章の 感想。 五秒で 起きる 歯が 短い 理由。 

漢字の読み方を書きましょう。(2 点×5 問＝10 点) 

れ 

い 

 だいどころ     と ①   す     か     き ②   さかや        しごと 

台所の 戸。 住み家を 決める。 酒屋の 仕事。 

③   きょねん      さむ ④ はたけ   たい ⑤   みぢか       でんぱ 

去年より 寒い。 畑を 平らに する。 身近な 電波。 

 



80 三年の漢字テスト② 
制限時間 合格点 

点 20 分 80 点 

三年で学習した 200 字の漢字をテストしましょう。 

漢字で書きましょう。(3 点×30 問＝90 点) 

①  おな     ようふく       き ②  びょういん     くすりばこ ③    いしゃ       しょうそく 

同じ 洋服を 着る。 病院の 薬箱。 医者の 消息。 

④    ほうそうきょく       にかい ⑤   いいんかい       ようしき ⑥  てっきょう     なが 

放送局の 二階。 委員会の 様式。 鉄橋が 流される。 

⑦  えき     きみ     ま ⑧  じょうきゃく     あつ ⑨   せかい       きおん 

駅で 君を 待つ。 乗客が 集まる。 世界の 気温。 

⑩   けがわ       はんたい ⑪   にもつ       う     と ⑫ ひつじ   いのち   たす 

毛皮に 反対する。 荷物を 受け取る。 羊の 命を 助ける。 

⑬  ほか    かな      きょく ⑭  さかみち     はや   すす ⑮   ゆうめい     しま     ぬし 

他の 悲しい 曲。 坂道を 速く 進む。 有名な 島の 主。 

⑯  やす    しょうひん    かえ ⑰   か        すみ    ひろ ⑱   きかん        くぎ 

安い 商品を 返す。 代わりの 炭を 拾う。 期間を 区切る。 

⑲ むかし        とどうふけん ⑳  ふく     かみ    まつ ㉑ みずうみ  ちゅうおう    ふか 

昔の 都道府県。 福の 神の 祭り。 湖の 中央は 深い。 

㉒  そそ         ゆ      の ㉓   はなぢ       し ㉔    しゃこ        あつくる 

注いだ お湯を 飲む。 鼻血で 死にそう。 車庫が 暑苦しい。 

㉕  のうぎょう      べんきょう ㉖   かぞく        れい ㉗  くら       みや     くば 

農業の 勉強。 家族に お礼を する。 暗い お宮で 配る。 

㉘   とうしゅ        だしゃ ㉙  きし     ひょうざん    のぼ ㉚  いた    よこ      きゅうこん 

投手と 打者。 岸の 氷山を 登る。 板の 横の 球根。 

漢字の読み方を書きましょう。(2 点×5 問＝10 点) 

れ 

い 

 けっ      ゆき ①    さんちょうめ        とんや ②   ぎんこう      つうちょう 

決して 雪が ふらない。 三丁目の 問屋。 銀行の 通帳。 

③  りょうほう      もう ④  だいいち    みなと    お ⑤   ぶしゅ       ひと 

両方に 申しこむ。 第一の 港で 追う。 部首が 等しい。 

 


